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Abstract: We have developed “fdgw2” and “basepkg” to package NetBSD base system. 

Our purpose is to provide a system to build a small portable operating system easily. 

Currently the basic functions of “basepkg” work well. We have been developing it 

to merge it to NetBSD portable package system “pkgsrc”. 

 

近未来にはセンサーネットワークが身の回りを取り囲むと予想されているが、実運用を考

慮したシステムの議論は多くないようである。たとえば、ラズベリーパイ[1]に代表される

シングルボードコンピュータは、センサーネットワークの教育用および試作用途として広

く使われているが、シングルボードコンピュータですら非常に高機能で高価な製品である。

こういったコンピュータがセンサーネットワークに実戦配備されることは考えにくい。現

実の商用システムは、より低価格・低機能なセンサー群で構成されるにちがいない。 

 

今日、LFOSS (Libre Free Open Source Software)は広く使われているが、広く製品とし

て世の中で使われるためには、プロプライエタリな商用製品へ組み込まれることを許可す

る BSD スタイルライセンスがよりのぞましいと考えられる。NetBSD [2]は非常に多くのデ

バイスをサポートし、かつ BSD ライセンスのオペレーティングシステム(OS)であるため、

本研究室の開発は NetBSDベースである。 

 

OS は、カーネルとユーザランドからなる。新しいハードウエアに対応(移植)するにはカ

ーネルが重要だが、アプリケーション開発のためにはユーザランド(ユーザに見えている OS

部分)側の整備も重要である。 

 

前述のセンサーのような小さなシステムは最低限必要なシステムだけで構成されるはず

である。また、そういった環境を容易に作成できるシステムも必要だ。特に多くのアプリ

ケーションはユーザランドであるため、ユーザランドの容易な追加・削除ができる仕組み

が必要である。以下、本稿では、この仕組みをパッケージング 1と呼ぶ。 

                                                  
1 パッケージという概念には、技術論とビジネスモデル論があるが、それらを区別する必要がる。たとえ

ば Redhat 社は Redhat Linux という Linux パッケージを販売しているが、こちらはビジネスモデルであ
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本研究室では NetBSD ユーザランドのパッケージングを容易におこなうため、fdgw2 [3]

および basepkg [4]ソフトウエアを開発した。 

 

従来から NetBSD で小さなシステムを作る仕組みとして fdgw [5]があった。fdgw は 

NetBSD 1.5 および 1.6 で、フロッピーサイズ 1.4MB 以下の NetBSD を作成するツールだ

が、NetBSD 2 以降の対応がなされていなかった。そのため、本研究室で NetBSD 7.0 対応

の fdgw2 を開発した。 

 

本来の fdgw は(文字どおり)フロッピーディスク(fd)サイズのルータやファイアウォー

ル(アプリケーションレベルゲートウエイ)を作成するためのツールである。fdgw には実用

性と OS の仕組みを理解する教育用途としての二つの目的があったが、作成できるモデル

が主にネットワーク機器を想定しており、fdgw2 を拡張して OS 全体を構成管理する作業量

は多大であると見積もられた。 

 

また fdgw 方式を拡張しシステム全体をカバーするとなると開発体制上の問題もあった。

fdgw は NetBSD 本体とは独立したシステムであるため NetBSD メインブランチとは別の

開発ブランチを自力で維持管理しないといけなくなる。これは今後の保守を考えると望ま

しくない。 

 

以上の観点より fdgw とは抜本的に異なるアプローチとして、より汎用的な新しいパッケ

ージング・システム basepkg を作成した。basepkg により NetBSD 全体を数百のパッケー

ジの集合として扱えるようになった。basepkg は NetBSD メインブランチにある syspkg の

情報を元にパッケージ群を作成している。そして OS 標準の pkg ツール群を利用しパッケ

ージの追加・削除を行っている。基本動作は問題なく技術的な課題への対応は進行中であ

る。 

 

今後の重要な課題は、技術的観点より NetBSD 開発体制との調整である。たとえば、パッ

ケージの粒度や分類分け、syspkg に追加するべき情報の格納場所といった問題は、ベース

システムの開発ポリシーに依存しており迅速な解決が困難である。また、システムの複数

箇所に修正が必要であるが、個別の修正依頼よりもシステム一式を交換する方が見通しが

よい。そこで、最終的にはベースシステム側への統合をめざすが、まずはサードパーティ

として basepkg 一式をつくりあげ、NetBSD パッケージ管理システム pkgsrc [6]への統合

をめざすのが 2017年度の目標である。 

 

                                                                                                                                                  
り、本稿でのパッケージという技術論とは異なる。 
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